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こ た え

Q1 社長の独裁的な決定

Q2
Q3
Q4 「協同で世界を変える」

約300万

約10億人

解 説

民主的な運営 利益の公平な分配

社長の独裁的な決定

Q2
世界には
協同組合が
どれくらい存在
するでしょう？

約10万

約300万

約1億

「みんなの、みんなによる、みんなのための協同組合」

「協同で世界を変える」 「安さ一番」

約1億人 約10億人 約100億人

Q4 国際協同組合同盟（ICA）が掲げるスローガンはどれ？

Q3 世界で協同組合に加入している人はどれくらいいるでしょう？

Q1 協同組合の基本原則にないものはどれでしょう？

そもそも「協同組合」って？
協同組合は、1844年にイギリスのロッチデー

ルで、労働者たちが安心して暮らすために立

ち上げた「公平なお店」が原点。産業革命

が起こり、物がたくさん作られるように

なった一方で、混ぜ物で目方をごまかさ

れた小麦など質の悪い物しか手に入れら

れない状況でした。1人1ポンドずつ持ち

寄った資金で自分たちの店を持ち、正直

で公正な取引を大切に互いに助け合う

仕組みができました。

コープに、暮らしの中の声やつぶやきを寄せることは、

身近な暮らしを良くするだけでなく、みんなの未来をより良くする力にもなります。

宅配商品と同じく地域担当者が自宅まで配送するので県内全域が対象。

冷凍だから食べたい時にレンジで温めて食事が完成！

一人暮らしの
高齢の親が
心配なので
弁当を配達
してほしい

家族人数が多くて、
食事の用意が
大変だったから

大助かり！

夕食宅配を
利用したいけど
この地域は

対象外なのね

配送中の
会話でも

夕食宅配
利用者からも

配達は月～金の
夕食だけだから、

昼食や
土日祝日の分も
あればいいのに

2024年 夕食宅配だけではカバーできないことが…

私が気づいたことや思っていることを声にすることが、自分だけでなく誰かの役に立つのね

2011年 夕食宅配は
そんな声から生まれました！

県内全域対象
「冷凍弁当」サービス開始！

そ
こ
で

その後

世界には多種多様な協同組合があり、食、金融、農業、住まいなど、暮らしを支える多彩な分野に広がっています。世界に

は約300万の協同組合があり、組合員総数は約10億人。世界の約8人に1人が協同組合の一員です。協同組合の原則は

「1人1票」でみんなが意思決定に参加します。トップダウンではなく、組合員の声で運営されます。協同組合は地域に根ざ

しながら、持続可能な社会をつくる力として世界的に注目されています。

「協同」とは「ともに力を合わせ、助け合って仕

事をすること」。つまり「協同組合」とは、目的

のために人々が集まり、助け合って仕事をする組織です。大きな特

徴は「1人1票の民主的な運営」です。出資額や地位に関わらず、み

んなで決め、みんなで利用す

る。利益を株主に配当する株

式会社とは違い、「暮らしを

良くすること」が目的です。助

け合い・自立・連帯といった

価値を大切にしています。

価 値

今では世界に約300万の協同組合があり、10

億人が組合員として参加しています。食品、農

業、金融、住まい、保険、エネルギーなど分野は多様で、私たちの身近

な生活を支えています。日本でも生協以外に農業協同組合や漁業協

同組合、森林組合などがあります。

広がり

いま世界では、気候変動や貧困、戦

争や分断など、ひとつの国だけで

は解決できない問題が増えています。だからこそ国連は、みんなで力

を合わせて支え合う「協同組合」の役割に注目しています。協同組合

は、SDGs（持続可能な開発目標）がめざす「安心して暮らせる未来」

にもつながる取り組みです。対立よりも「協力すること」が、これから

の社会をつくるカギ。

なぜ今「協同」？

はじまり

私の がみんなのために声

コープいしかわの
組合員である

私も協同組合の
一員なの

日本の生協（コープ）も協同組合のひとつ。普段の買い物

を通して、実はあなたも「組合員」として協同組合に参加

しているのです。

私も一員

1844年に開店したロッチデールの公正開拓者のお店
（出典 生協読本）

総代会に参加する総代は1人1票

一人は万人のために 万人は一人のために
－私と協同組合－

2025年は国連が定めた国際協同組合年。「みんなで力を合わせる」その　  価値を見つめ直す年なのです。実は、あなたもコープの「組合員」。　　　

  コープいしかわの一員として、買い物をすることも、意見を伝えることも、　  みんなの暮らしを支え、みんなの未来をつくる一歩になります。　　　　　

国際協同
組合年

企画
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